
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
令和７年度 ３つの重点施策  「防災教育の深化」 「授業改善の推進」 「個を大切にした支援の充実」 

◆ 呉市適応指導教室〔つばき学級〕 

 

◆ SSR(ｽﾍﾟｼｬﾙｻﾎﾟｰﾄﾙｰﾑ)の設置 

◆ 相談窓口の紹介 ◆ 集中できる学習環境づくり～呉市のスタンダード～ 

◆ 生徒指導の実践上の視点 

 

◆ 呉市「学びの変革」推進研修会 

◆ 特別支援教育の視点を取り入れた 
全ての子どもが「分かる・できる」 
ための工夫 

 

◆ 子どもの問いが生きる「考える授業づくり」 

整然とした 
机の配置 

ロッカーの 
整理整頓 

子どもの考えをし

っかりと聞きなが

ら，児童生徒理解

に基づく授業づく

りを行います。 

すっきりした 
黒板まわり 

◆ 支援のための会議 

不登校，不登校傾向の子どもが，学校との

つながりを途切れないようにするために継
続的に利用できる場所です。社会的自立に
向けて支援します。 

 

３つの教室があります。 
指導員が２人ずついます。 

◇ 中央教室（すこやかセンター４階） 
◇ 延崎教室（延崎小学校内） 
◇ 安浦教室（安浦まちづくりセンター三津口分館内） 

 

スクールカウンセラーや
スクールソーシャルワー
カーにも助言を得なが

ら，情報共有したり，支
援の具体を検討したりし
ます。 

～ 児童生徒が安心して学び，成長できる学校風土の醸成 ～ 

安全・安心で信頼される学校 

小中で進める授業改善 

（授業改善の推進） 

呉市が進める小中一貫教育 一体型 分離型 義務教育学校 

 

 

 

 

中学校と小学校の施設が一体化して

いる中学校区です。 

 

 

 

 

 

中学校と小学校の施設が離れている

中学校区です。 

 

 

 

 

 

 

 

９年間の学校教育目標を設定し，９年

間の系統性を確保した教育課程を編

成・実施した学校です。 

 

呉市立天応学園  

４中学校区が施設一体型 
（広南，警固屋，呉中央，倉橋） 

◆ 小中で創る「未来の学び」実践事業 

小中一貫教育を基盤とし，２０年後，３０年後に役立つ資質・能力
の育成に向けて，中学校区で研究を進めます。 

呉市では，「中１ギャップの解消」と「自尊感情の
向上」をねらいとし，平成１９年度から全ての中学校
区で小中一貫教育を進めてきました。 
社会が急激に変化し，多様性の尊重が大切な今だ

からこそ，これまで進めてきた小中一貫教育を基盤
としながら小中のつながりを一層重視し，新しい時
代に必要な資質・能力を育成します。 

小中乗り入れ授業 

異学年交流 

「小中一貫教育」を進める呉の学校 ～一体型，分離型，義務教育学校～ 

 これまで積み重ねてきた小中一貫教育の取組を基盤として，それぞれの形態で，特色を生かした取組を進めます。 

◆ 呉市教育支援センター（つばきルーム） ◆ SSR（スペシャルサポートルーム） 

◆ ＳＣＨＯＯＬ“Ｓ”（広島県教育支援センター） 

中央ルーム，延崎ルーム，安浦 
ルームの３ルーム 
２名の支援員により対応 
令和６年度，「呉市適応指導 
教室」から「呉市教育支援セ 
ンター」へ名称変更 

専任の担当者がおり，不登校等児童生徒に社会
的に自立する力を育む居場所です。居心地が良
く，落ち着く空間です。 

◆ フリースクール 

学校はフリースクールとも連携します。 

◆ 支援のための会議 ◆ 関係機関との連携 

・ 特別支援学校（巡回相談の活用） 
・ 少年サポートセンターひがしひろしま 
・ 広島国際大学心理臨床センター 等 

 

子どもの「なぜだろう」「やっ

てみたい」を大切にし，学びを

ファシリテートします。 

各校の「学びの変

革」推進担当教員
を対象に，研修を行
います。 

 

東広島市八本松の県立教育センター内に設
置。来室利用やオンライン利用が可能です。 

◆ スクールカウンセラー，スクールソーシャルワーカーの活用 

（小中一貫教育） 

（つばきルーム紹介 

ホームページ） 

学校における働き方改革の推進 教職員による不祥事の根絶 

授業改善の推進 
～子どもの主体的な学びを実現します～ 

個を大切にした支援の充実 
～一人一人の実態や思いに寄り添います～ 

・ スクールカウンセラーは「心の専門家」として，児童生徒，保護者及び教職員等の悩み
や相談にのり，解決へ向けた支援を行います。 
・ スクールソーシャルワーカーは「社会福祉の専門家」として，児童生徒，保護者及び教
職員等の悩みや相談にのり，解決へ向けた支援を行います。 

◆ オンラインの活用 

・ オンラインでの授業配信 
・ オンライン配信による行事参加 等 

自分がしようと思うこと
を自分のペースで進め
ることができる。SSRが
あれば登校しやすい。 

◆呉市学校防災週間（７月６日を含む１週間） 

 

危険箇所の確認 救助活動体験 生徒による幼稚園での出前授業 防災士からの話 

◆「呉市防災教育のための手引き」を活用した実践 
（義務教育９年間を見通し，土砂災害・洪水・高潮への対応に重点を置いたカリキュラム） 

 

◆土砂災害対応携帯マニュアル 

 

◆家庭・地域を巻き込んだ防災教育 

 
【生活科】「つうがくろをあるこう」
の単元で，通学路の危険な場所
や，安全な登下校の仕方について
実際に歩いて確認する学習 

参観日での防災授業 

防災教育の深化 
～「自分の命は自分で守る力」を育成します～ 

防災につい
て学んだこと
をオンライン
で交流 

 

 

 

 

実施 

◆各学校の取組 

（出水期前に全ての子どもたちへ配付，携帯） 

◆地震・津波対応携帯マニュアル 
（一斉地震防災訓練までに全ての子どもたちへ配付，携帯） 

子どもが家庭に持ち帰り，保護者
と話し合いながら自分の避難場
所などについて確認します。 

 

 

 

 

実施 

学校・家庭・地域が連携し，ともに防災力を高めます。 

地域合同防災訓練 地域全体の
防災意識を
高めるため，
校内に防災
ルームを設置 

 

 

 

 

実施 

◆呉市防災教育研修会 
（講師を招き，防災に関する専門的な研修） 

生徒が主体
的に企画・運
営し，防災フ
ェスを開催 

 

 

 

 

実施 

 

防災に係る
知識 ・技能

の習得を目
指します。 
 

 

 

 

実施 

目指す子どもの姿 

一人一人が問いをもち，かかわりを通して学びを深めている 

こうすればいいんだ。 
よし，次はこうしてみ
よう。 

友達と話し合ったら， 
つながりに気付いたよ。 

どういうことかな？ 

どうして？ 
どうすればいいの？ 

なるほど。そういう
考えもあるんだ。 

安全・安心な風土 
   

時間の構造化 

 地域の災害リスクを踏まえた実践的な防災教育をすすめています 

場の構造化 

不登校児童生徒支援
のための，居場所等を
紹介しています。 

（相談窓口の紹介） 

（いいばしょいろいろ 

ホームページ） 

 

ＩＣＴの
効果的 
活用 

ＩＣＴの
効果的 
活用 

相談することの大切さを
伝え続け，相談には寄り
添って対応します。 
 

ＩＣＴの
効果的 
活用 

小中一貫教育推進コーディネーター研修会 小中合同研修

会 

スクールカウンセラーやスクール
ソーシャルワーカーにも助言を得
ながら，情報共有したり，支援の
具体を検討したりします。個別の
教育支援計画等も活用します。 



 

 

 


